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伊 

藤 
 

洋 

昨

年

八

月

五

日

の

第

一

次

稼

動

以

来

、

情

報

セ

キ

ュ

リ

テ

ィ

に

不

安

が

あ

る

と

し

て

全

国

各

地

で

物

議

を

か

も

し

て

き

た

「

住

民

基

本

台

帳

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

」

も

、

去

る

八

月

二

十

五

日

に

は

新

た

に

第

二

次

稼

動

が

始

ま

っ

た

。

住

基

ネ

ッ

ト

自

体

の

新

サ

ー

ビ

ス

は

住

民

票

の

写

し

の

広

域

交

付

程

度

で

一

般

住

民

に

と

っ

て

頻

繁

に

利

用

す

る

も

の

で

も

な

い

が

、

こ

れ

に

よ

っ

て

電

子

政

府

が

民

間

レ

ベ

ル

に

ま

で

波

及

し

て

く

る

こ

と

と

な

っ

た

の

は

、

歴

史

的

な

大

事

件

で

あ

る

。

 

住

基

ネ

ッ

ト

の

是

非

に

つ

い

て

、

隣

県

長

野

で

は

白

熱

し

た

論

議

が

展

開

さ

れ

、

国

と

真

っ

向

か

ら

対

峙

す

る

と

い

う

意

気

込

み

な

の

に

、

片

や

こ

ち

ら

山

梨

県

で

は

何

も

無

い

。

こ

の

無

関

心

は

い

か

に

も

淋

し

い

の

で

、

今

日

は

こ

れ

に

つ

い

て

問

題

点

を

整

理

し

て

お

こ

う

と

思

う

。

 

「

住

基

ネ

ッ

ト

」

に

つ

い

て

は

、

数

多

く

の

問

題

点

が

指

摘

さ

れ

て

き

た

が

、

大

別

す

る

と

以

下

の

三

点

に

絞

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

第

一

に

、

政

府

が

何

と

言

い

ふ

く

め

よ

う

と

も

、

こ

の

シ

ス

テ

ム

は

、

事

実

上

国

民

総

背

番

号

制

な

の

で

あ

っ

て

、

個

人

情

報

の

何

も

か

も

が

丸

見

え

に

な

る

。

ま

さ

に

政

府

が

、
ジ

ョ

ー

ジ

=

オ

ー

ウ

ェ

ル

の

小

説
『

一

九

八

四

年

』

の

ビ

ッ

グ

・

ブ

ラ

ザ

ー

と

な

る

の

で

は

な

い

か

、

と

い

う

疑

念

。

第

二

に

は

、

情

報

が

電

子

化

さ

れ

、

そ

れ

ゆ

え

容

易

に

行

政

機

関

に

集

め

ら

れ

る

こ

と

で

、

個

人

情

報

が

悪

意

の

第

三

者

に

一

網

打

尽

に

漏

え

い

す

る

危

険

が

背

中

合

わ

せ

に

存

在

す

る

と

い

う

不

安

。

第

三

に

、

個

人

情

報

保

護

の

美

名

に

隠

れ

て

、

逆

に

マ

ス

コ

ミ

な

ど

の

取

材

活

動

に

ま

で

国

が

関

与

す

る

「

羊

頭

狗

肉

」

だ

と

い

う

、

政

府

と

官

僚

へ

の

不

信

感

な

ど

で

あ

る

。

こ

う

い

う

意

見

は

実

に

尤

も

で

あ

る

が

、

こ

れ

ら

が

現

実

化

す

る

か

否

か

は

市

民

社

会

の

成

熟

度

に

よ

る

。

そ

れ

ゆ

え

、

住

民

意

識

の

涵

養

が

欠

か

せ

な

い

。

 

昨

年

の

八

月

に

配

布

さ

れ

た

住

民

票

コ

ー

ド

は

、

情

報

処

理

シ

ス

テ

ム

の

中

で

個

人

を

特

定

す

る

た

め

に

使

用

す

る

十

一

桁

の

数

字

（

一

桁

は

整

理

用

）

で

あ

り

、

実

質

的

に

「

国

民

総

背

番

号

」

で

あ

る

。

し

か

し

、

こ

れ

が

無

く

て

も

個

人

を

特

定

す

る

手

段

は

い

く

ら

で

も

作

り

出

せ

る

の

だ

か

ら

、

こ

れ

だ

け

に

目



く

じ

ら

を

立

て

て

も

意

味

は

無

い

。

現

に

、

住

基

ネ

ッ

ト

上

で

や

り

取

り

さ

れ

る

情

報

は

、
「

氏

名

、

生

年

月

日

、

性

別

、

住

所

」

の

基

本

四

情

報

に

、

こ

の

住

民

票

コ

ー

ド

と

そ

の

更

新

記

録

を

加

え

た

本

人

確

認

用

六

情

報

だ

が

、

住

民

票

コ

ー

ド

は

基

本

四

情

報

の

引

数

と

し

て

使

わ

れ

て

い

る

に

過

ぎ

な

い

。

し

か

し

、

住

民

一

人

一

人

に

ユ

ニ

ー

ク

（

唯

一

）
な

番

号

を

ふ

る

こ

と

で

シ

ス

テ

ム

が

簡

略

化

で

き

、
処

理

時

間

が

短

縮

さ

れ

、

価

格

的

に

も

廉

価

に

な

っ

た

こ

と

だ

ろ

う

。

つ

ま

り

、

住

基

ネ

ッ

ト

を

実

現

す

る

立

場

か

ら

す

れ

ば

、

背

番

号

制

は

実

に

合

理

的

な

判

断

な

の

で

あ

る

。

 

と

こ

ろ

で

、

住

基

ネ

ッ

ト

の

本

人

確

認

機

能

を

使

っ

た

公

的

認

証

機

能

の

支

援

を

受

け

て

実

現

さ

れ

る

の

が

電

子

政

府

で

あ

る

。
「

電

子

政

府

」

に

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

通

じ

て

申

請

な

ど

行

政

手

続

を

行

う

た

め

に

必

要

と

な

る

の

が

公

開

鍵

暗

号

用

の

二

つ

の

暗

号

鍵

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

市

町

村

役

場

に

行

っ

て

、

上

述

の

住

基

カ

ー

ド

を

発

行

し

て

も

ら

う

と

き

に

Ｉ

Ｃ

カ

ー

ド

内

に

格

納

し

て

も

ら

う

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

暗

号

鍵

を

使

っ

て

手

続

き

を

す

る

限

り

、

情

報

の

「

盗

聴

・

改

ざ

ん

・

な

り

す

ま

し

」

と

い

う

Ｉ

Ｔ

三

大

犯

罪

は

、

一

応

阻

止

で

き

る

。

た

だ

し

、

そ

の

た

め

に

は

鍵

の

使

用

や

保

管

に

つ

い

て

精

通

し

て

い

な

く

て

は

い

け

な

い

。

特

に

、

新

技

術

ゆ

え

に

不

慣

れ

な

ま

ま

運

用

し

な

く

て

は

な

ら

な

い

市

町

村

役

場

等

の

職

員

に

は

、

慎

重

さ

と

モ

ラ

ル

が

要

求

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

 

八

月

十

二

日

、

突

如

出

現

し

た

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

ウ

イ

ル

ス

「

Ｍ

Ｓ

ブ

ラ

ス

タ

ー

」

と

そ

の

亜

種

は

世

界

中

で

猛

威

を

奮

っ

た

。
そ

の

折

も

折

、

本

県

を

含

む

全

国

の

住

基

ネ

ッ

ト

は

、

ウ

イ

ル

ス

対

策

ソ

フ

ト

が

更

新

さ

れ

な

い

ま

ま

運

用

さ

れ

続

け

、

そ

の

対

策

に

着

手

し

た

の

は

そ

れ

か

ら

十

日

も

経

て

か

ら

だ

っ

た

と

い

う

。

お

役

所

仕

事

の

鈍

感

さ

に

は

何

時

も

な

が

ら

驚

か

さ

れ

る

。

 
ま

た

、

昨

年

山

梨

県

内

の

多

く

の

市

町

村

は

、

自

衛

隊

員

募

集

へ

の

協

力

と

し

て

、

基

本

四

情

報

以

外

の

各

種

個

人

情

報

を

地

方

連

絡

部

に

提

供

し

て

い

た

と

い

う

。

あ

ろ

う

こ

と

か

、

県

は

知

事

名

で

協

力

を

指

導

し

て

い

た

と

い

う

か

ら

、

そ

の

無

神

経

さ

に

は

呆

れ

果

て

る

。

 

公

的

機

関

が

所

有

す

る

個

人

情

報

の

違

法

流

出

事

件

の

九

割

以

上

は

、

他

な

ら

ぬ

公

務

員

自

身

に

よ

る

も

の

だ

と

言

わ

れ

て

い

る

。

電

子

政

府

が

成

功

し

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

が

発

展

・

定

着

す

る

た

め

に

は

、

過

去

に

な

い

数

段

高

い

公

務

員

倫

理

が

要

求

さ

れ

る

。

 

シ

ス

テ

ム

導

入

に

よ

る

行

政

サ

ー

ビ

ス

の

高

度

化

が

一

向

に

約

束

さ

れ

な

い

が

、

巨

費

を

投

じ

た

住

基

ネ

ッ

ト

だ

け

に

、

住

民

は

そ

の

果

実

を

享

受

す

る

権

利

が

あ

る

こ

と

も

忘

れ

て

は

な

ら

な

い

。

 


